
 

当センターでの事故発生について 【植栽：指の切創】 
  
  庭木の手入れ作業中に事故が発生しました。 
 会員の皆様に気をつけて就業していただくためにも、事故の情報を共有し、再発防止に活かして 
 いきます。作業手順を軽視せず正しい方法で作業をするようにしてください。 
 

概   要：６月９日（金）午前９時００分頃 日吉津村内の現場で、電動トリマーで生垣の 
        剪定作業中、手で枝木を払った際、指に電動トリマーが当たり切創した。 
 

怪我の状態：山陰労災病院を受診、指の傷を縫合し処置。 
 

今後の対応：傷害保険で対応予定  
 
      ൵ ൵ 

保護帽、墜落制止用器具（安全帯）着用の徹底 

作業現場の確認、機械の整備、複数人での作業の徹底 

  安全が確保できない現場は、請け負わない

  加齢による身体機能低下を十分認識すること

  作業の着手前に周辺をよく観察し、段差や凹凸などを 

   頭に入れて作業をすること 

令和４年度重篤事故の分析≫

   就業中の事故の約 6 割が「墜落・転落」であり、毎年度高い割合で推移しています。中でも植木剪定、樹木伐採 

  等における墜落・転落の事故が７件と多く、保護帽、墜落制止用器具（安全帯）を着用していれば大きな事故には 

  ならなかったと悔やまれますので、必ず着用するようにしてください。また、令和４年度は清掃中に転倒もしくは 

  階段から転落して亡くなるなどの事故が３件起きています。作業現場の確認、講習受講の確認、機械の整備、複数 

  人での作業、手順書等の作成、保護具の着用等を徹底し、安全が確保できない場合は、請け負わないようにしてく 

  ださい。

 

 



  

 
  安全はすべてに優先する・・・声かけを行うなど周囲の状況を確認しながら作業を行ってください 
   ◎仕事をするときは急いだり、慌てたりせず、安全第一を心がけましょう 

   ◎共同で仕事をするときは、合図・連絡を正確に行いましょう 

 

  

 

 

  

   

 
 
 
 
 
 
※事故が発生した場合、すみやかに事務局に電話連絡してください（༟༠༡༢༣0859-32-2633） 

   一刻を争う場合は、迷わず 「１１９番通報」 して救急車を呼んでください 


